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研究成果

l)概要

地盤変形の進行を観測するために，従来から光ファイバーセンサによる観測が行われてきた．

本研究では，その計測精度を向上させることを目的に，ＰＥ管表面に複数の光ファイバーを

融着したＰＥ管光ファイバーセンサを開発し,その性能を検証した．まず，ＰＥ管表面へ強固

に光ファイバーを融着する方法を開発した．次に，空中での載荷試験により，ＰＥ管光ファイ

バーセンサに曲げひずみを与え，歪みゲージによる計測値と比較することで，光ファイバー

センサの計測感度を検証した．最後に，埋設状態で段差状の地盤沈下を与え，歪みゲージ

による計測値と光ファイバーによる計測値を比較することで，本法が微小な地盤変位の観狽'１

に適用可能であることを確認した．

2)成果の概要

・ポリエチレン融着棒とファイバー外覆ならびにＰＥ管表面を溶融し，融着棒を構内に充填し

ながら融着する方法を採用した結果，２９'()歪みまでの曲げを与えても，光ファイバーは強固

にＰＥ管表面に固定される．

・提案するＰＥ管光ファイバーセンサの両端を固定した状態で，管長手方向中央に集中載

荷を与える試験を行ったところ，載荷点付近に局部的な屈曲が生じるまでは，Ｂ－ＯＴＤＲによ

る計測歪みと歪みゲージによる計測値は良く一致した．

・埋設状態で，段差状の地盤沈下を作用させる実験の結果，２０ｍｍまでの段差沈下に対し

ては，Ｂ－ＯＴＤＲによって良好な精度で管体ひずみを計測できることが明らかとなった．

．しかし，沈下量が増加し，ＰＥ管に局部的なひずみの集中が生じる場合には，Ｂ－ＯＴＤＲに

よる計測歪みと歪みゲージによる計測値には齪鮪が生じた．

．したがって，Ｂ－ＯＴＤＲによるＰＥ管光ファイバーセンサは，微小な地盤変位を検知すること

に適しているため，地滑りの発生検知･推定に適用できる可能性がある．

・斜面変状モニタリングとして適用した場合，深度方向と地表面を同時に計測することにより，
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斜面全体を立体的に捉えることが可能となる．

軟弱地盤変状モニタリングとして適用した場合，広鋼

囲を捉えることが可能となる．

近接施工影響モニタリングとして適用した場合，近接７

側し,逆解析により変位量分布を把握するが可能となる．

広範囲な対象エリアにおいても，沈下範

近接施工により発生する曲げひずみを計
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